
連盟  委員長（責任者） 川津　太志

場　所

伊藤　裕一　氏

講習会名 ミニ連　中央審判講習会

対 象 者 日本公認 ３５人 　県公認 人 　未公認 人 　計 ３５人

【講習のテーマ】

ミニ連での初めての3パーソン講習会。3パーソンを通して相手レフリーとの協力と責任エリア、

スペーシングを違った角度から意識してもらう事

【講習の内容】

①座学

　・ボールサイドに必ず2人のレフリーがいる

　・トリプルホイッスルはあり得ない。ペイントエリアでも2人で充分。

　・リードがイニシアティブを取っている。センターとトレイルは必ずリードを目に入れておく

　・自分のエリアの意識・・・逆サイドにボールがある時にボールを見ていることはありえない。感じるだけ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　より細かく見ることが大切

②実技

Ⅰ分解練習

　・リードが再度を変えるタイミングの練習。

　・ファウルコールしたレフリーはオポジットへ。その他のレフリーはベンチやプレイヤーに注意を払う。

　・視野の分担の確認。

Ⅱ試合を通しての実技

　・メカニックが分かってきたら判定を大事に！　3人で判定基準を擦り合わせていくことが大事！

ミニ連の講習会で初めての3パーソンを取り入れたことにより、普段は各地区で指導的立場の審判員が

お互いに模索しながら前向きに取り組むことができ、非常に有意義な講習会となりました。伊藤先生か

らも「だんだん良くなってきた」とのお言葉もいただき最近にはない良い刺激になったのではないかと

思います。ミニの特性からボール中心になってしまいがちですが、これを機に責任エリアやスペーシング

及び協力を更に意識していきたいと思います。お忙しい中講師を引き受けていただきました伊藤先生、

また講師派遣をしてくださいました県協会審判部の先生方にも感謝申し上げます。

　　開講式の様子 伊藤氏によるレクチャー

　　実技講習Ⅰ 実技講習Ⅱ

講師名

報告事項（講義の内容、講習会形式等）

特記事項、要望等

審判講習会報告書

日　時  ２０１３年　　　４月　　１４日　（日）　　　９時００分　～　１２時００分

ミニ

春日部ウィングハット


